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■研究交流■

台湾大学における第2回 化学科合同シンポジウムに参加 して

竹内 重夫

AttendingtheSecondJointSymposiumbetweenNationalTaiwan

UniversityandKanagawaUniversity

ShigeoTakeuchi

1DepartmentofBiologicalSciences ,FacultyofScience,KanagawaUniversity,Tsuchiya2946,
Hiratsuka,Kanagawa259-1293,Japan

2Towhomcorrespondenceshouldbeaddressed .E-mailtakeuchi@kanagawa-u.ac.jp

本理学部化学科は台湾国立大学化学部 と学術交流協

定に従い、2005年 神奈川大学に於いて第1回 合同

シンポジウムを、2006年12,月23日 台湾大学にて

第2回 合同シンポジウムを開催 した。第2回 シンポ

ジウムの開催にあたって、理学部長杉谷教授より、

化学科単科による学術交流 を、理学部全体へ と拡大

するために、生物科学科のシンポジウムへの参加を

勧奨 された。生物科学科としては、教員の研究の進

展を図るだけではなく、外国の大学との学術交流 を

通 じて、大学院学生あるいは学部学生の勉学、研究

のモチベイションを高めることができるので、喜ん

で参加 させて頂 くことにした。

幸い台湾大学化学科のシンポジウムを準備 された

陳竹亭(Jwu-TingChen)教 授、および化学科長の牟

中原(Chung-YuanMou)教 授の御好意により、生物

系の話題提供者 として台湾大学生物科学院院長 羅

竹芳(GraceChu・FangLo)教 授 と当生物科学科の鈴

木祥弘助教授および竹 内重夫が参加 できることに

なった。合同シンポジウムにおいて、羅教授は台湾

大学生命科学院の概要 と、羅教授の研究室における

甲殻類へのウイルス感染機構の分子生物学的な研究

とを発表 された。竹内が当生物科学科の教育体制、

各研究室の研究内容を手短に紹介 した後、鈴木助教

授が北極圏における藻類の生態学にっいての研究成

果を報告 し大いに関心を集めた。
f教 授が多忙であるため

、生物科学院を訪問、会

談することが出来なかったため、シンポジウムの昼

食時に当生物科学科 と台湾大学生物科学院 との学術

交流について話 し合いを持 ち、第3回 以降、神奈川

大学化学科が主催する台湾大学化学部 との合同シン

ポジウムには、生物科学院のメンバーと当生物科学

科のメンバ0が 参加す ること、お よび羅教授の来 日

の際スケジュールが許す限 り、当生物科学科でセ ミ

ナーをもっことを快諾 された(下 記E・mail)。

今後、国際交流委員が中心になって、第3回 のシ

ンポジウムを今年度に開催するべ く準備 されること

になると聞いている。当生物科学科では鈴木祥弘助

教授を中心 とした協力態勢を整 え第3回 のシンポジ
リ

ウムを実 りあるもの とし、台湾大学 との学術交流の

流れを加速 し、教職員の交流だけではなく、近い将

来、両大学の大学院院生が研究成果を発表 し、相互

に討論することの出来るような基盤を築きたいと考

えている。

羅 竹 芳(GraceChu・FangLo)教 授 のE-Mail

DearProf.TakeuchiShigeo,

Thankyouforyouremail.Iwasverygladto

haveyouandyourteamvisitushereinTaiwan,

andInowhaveamuchbetterunderstandingof

theBiologicalScienceDepartmentinyour

university.Ihopeyoualsohaveagoodoverview

ofthesortofworkwearenowdoinghereatNTU,

aswellastheworkweplantodointhefuture.

Iparticularlyappreciatedthequestionsyou

askedaboutethicsinAsia,andIamoptimistic

thatNTUwilltakeyourcommentsonboard

whenweaddressthisissue--asweinevitably

must.Andthesoonerthebetter!

Lastly,thankyouverymuchforyourkind

invitation.IhopethatNTU'sCollegeofLife

Sciencewillbeabletosendagroupofscientiststo

attendthenextsymposiuminJapan.AndifIcan

cometoo,thenIwillbeverygladtomeetandtalk

toyourstudents.

WithbestwishesfortheNewYear,

Grace

OResearchInstituteforIntegratedScience,KanagawaUniversity


